　今月の樹「リョウブ」
　梅雨時にあたるこの季節は、山野に出かける機会も少なくなくなる。そんな中、近郊の二次林等で密かに花をつけている樹木にリョウブがある。
リョウブの樹名の由来は、「令法（りょうぼう）」からが転じたといわれている。平安時代に農民に対し、田畑の面積を基準として、飢饉の際の救荒植物として、一定量のリョウブの植栽および葉の採取と貯蔵を命ずる官令が発せられた。その「令法」がそのままこの木の名前になったといわれている。また、別名としてハタツモリとも呼ばれるが、ハタは畑、ツモリはあらかじめ見積もった量のことで、ハタツモリは田畑の面積に応じて計算した作物を植え付ける量のことである。　令法の令は基準量の意味で、田畑に植栽するため官令によって定められた量のことで、令法もハタツモリと同じ意味である。山野に多くみられる身近な樹なので、多くの方言があり、特に昔から食用にしていたので、ツツジナなど「菜」をよんだ方言名も多い。
リョウブ（リョウブ科リョウブ属）は落葉小高木で樹高は１０ｍにもなるが、多くは株立ちし通常は３～６ｍとなることが多い。二次林でアカマツやツツジ類と共存することが多い。
樹皮は不規則な薄片状になってはがれ落ち、平滑な独特のまだら模様（斑紋）で美しい。サルスベリ、ナツツバキの樹皮に似ている。茶褐色の薄皮の下は緑色で、冬期には鹿による食害が良くみられる。
葉は長さ８～１５ｃｍ、幅２～７ｃｍの倒卵状長楕円形で枝先にやや集まって互生する。葉縁は鋭い鋸歯があり、葉先は急鋭尖頭、基部はくさび形。葉の表は濃緑色で、裏は灰緑色。葉の主脈は太くて表面は凹んでみえる。葉の中央より先に近い方で葉の幅が最大になる。側脈は８～１５対。主脈や側脈には軟毛がある。葉柄は長さ１～４cmで伏毛を密生する。
花は両性花で、花期は６～８月。新しい枝に長さ１０ｃｍ内外の総状花序を数本円錐状に出し、ウメの花に似た微香のある白い小花（径５～８ｍｍ）を密集させ美しく咲く。
萼（がく）は鐘形で長さ約２ｍｍ、がく片は、
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卵形で先は鈍く、外面に軟毛を密生する。がく片、花弁ともに５個である。
　雄しべの葯は矢筈形に分かれた先端の小孔から花粉を出す。雄しべは１０本、雌しべは１本。
　果実は直径３～４ｍｍの楕円形で扁平、隆起した格子紋がある。表面に毛が密生する。１０～１１月に褐色に成熟する。果実は冬の枝にも残る。ツツジ類などと同じように、成熟すると裂開して種子を散布するさく果である。３つに裂開して、多数（１０粒以上）の長さ約１ミリの小さい種子を出す。北海道の南部、本州、四国、九州にまんべんなく分布する。日当たりの良い丘陵や山地の中腹斜面および尾根部など、乾燥した落葉広葉樹林内に多く自生する。伐採跡地などにも多くみられる。樹皮はナツツバキに似ているが、花の形、葉の出方でわかる。なお樹皮はリョウブの方が模様が細かい。
　浅根性で乾燥に強く、貧土壌でも生育する樹種とされる。また、公害にも強い。その特徴を生かして、土砂崩壊したところや公害地などの緑化樹木としてアカマツ、ニセアカシアやヤシャブシなどともに植栽される。
　樹皮がきれいで、大きくならず、せん定しやすく、萌芽力もあるので、庭木や公園樹などに株立ちにして植栽される。材は辺材、心材の区別がなく帯紅淡褐色、材は堅く緻密である。皮付床柱、くり物や器具などに利用される。
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過っては救荒植物として利用されたとされるが、春先の新葉は山菜として天ぷらやまぜごはんなどにして食べる。どこにでも見られる樹なので、採取して食してみては如何でしょうか。
